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2024 年 3 月 29 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞ （撮影できず）

ハローワーク富山2名、就業･生活支援センター2名

利用者本人、新草会1名の計6名で活動を実施

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 セリュー 事業所番号 1610101733

連携先の企業や事業所等の意見または評価

活動場所：ハローワーク富山

実施日程：2月21日～3月29日

就労パスポートを用いて、ご自身のキャリアの棚卸しと自己

理解を深めて頂く。活動においては支援者やハローワークと

の連携も行う

利用者数：1名

仕事に関する自己理解と職業理解を深めることによって、

一般就労した際に困難を未然に回避することが出来たり、困

難にあっても対処方法を事前に検討しておくことで乗り越え

られることができるようになる

就労パスポート作成工程において自己理解が深まっていると本人が認識

されており、今後一般就労のための職業選択の際に合致度が高くなるか

と思われる。また、弊社だけではなく関係機関と連携を取らせて頂いた

ことにより偏りもなく情報提供が行えていると思われる。職業理解につ

いては今後本人の希望があれば新たな施策を用いたい

住　所 富山市総曲輪4丁目4－3 管理者名 石橋　澄代

電話番号 076－491－7123 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

【連携した結果に対する意見または評価】

　本人をよく知る担当者と一緒に作成した就労パスポートは、全項目において詳しく記載がなされて本人像がわかりやす

い。特に合理的配慮事項に関する記載が明確になっていた。このような情報提供を受けることにより、本人の状態を正確に

把握できる。今後の求職活動においても適切なマッチングが期待できる。

【今後の連携強化に向けた課題】

　A型事業所での就労に集中して職業準備性を向上させるとともに、一般/障害者求人に関する企業研究も同時進行で深めて

いくことも課題となる。常に本人を始め関係機関と連携を取りながら、求人情報の共有を行っていきたい。

頭で考えているだけではなく文章にしていくことで得意不得意など、より自己理解を深めることができ、新たな気づきも得

られた

他者がかかわってくれていることも気づきに繋がった

職業理解については今後深めていければと思う

連携先企業（担当者） 富山公共職業安定所　精神・発達雇用サポーター　牧野　恭子

利用者からの意見・評価

様式２


